第60回年次RILEMウィーク2006の報告

東北大学　　三橋　博三

1. はじめに

第60回年次RILEMウィーク2006が、2006年9月10日から15日までの一週間、カナダのケベック市でLoews Le Concordeホテル（最後の年次総会のみLaval大学で）を会場に開催された。年次RILEMウィークは、年次総会に合わせて、様々な技術委員会（TC）や年次総会開催国の研究者が関係する話題のテーマを中心にシンポジウム等を開催することによって、より多くの人々が参加する一大イベントとするもので、RILEMが最も力を入れている活動の一つである。参加者は約170名で、日本からの参加者は細川（太平洋セメント）、今本（足利工大）、石田（東大）、岩城（日大工）、樫野（市立前橋工科大）、木野村（大成）、橘高（首都大）、幸田（日大工）、三橋、（東北大）、本橋（建研）、西脇（山大）、大津（熊大）、杉山（北海学園）、山田（太平洋）各氏の14名であった。以下に、その概要を報告する。

2. TC会議

RILEM全体では、30を超えるTCが現在活動しているが、各TCは各々の話題に近い国際会議に合わせて世界各地で年1～2回の会議を開催している。今回のRILEMウィークに合わせて開催されたのは10の委員会である。この中のACD（AEによる非破壊試験）は大津熊大教授が委員長を務めるもので、活発な活動が評価されているものである。また今年から新たに始まったもので多くの注目を集めているCCD（コンクリートのひび割れと耐久性）には今本足利工大助教授が出席した。同じくSHC（自己修復）には西脇山大講師と三橋が出席した。

3. 第2回コンクリートの科学・技術最先端国際シンポジウム

今回のRILEMウィークの中心イベントは、Marchandカナダ・ラウル大学教授が主催した標記国際会議で、彼等が現在取り組んでいる以下の3つのテーマについて、3件の招待講演、11件の基調講演と90件の一般講演がパラレルセッション形式で行われた。

1) 数値解析モデル：微細組織から輸送特性と耐久性まで；

2) コンクリートの初期材齢挙動の予測：フレッシュコンクリートから硬化コンクリートの初期性状まで；

3) コンクリート構造物のモニタリングと修復およびメンテナンス．

この中で、石田東大助教授がセメントの水和モデルとミクロレベルからマクロレベルまでの広い範囲を包含したマルチスケールのコンクリート構成モデルならびに劣化損傷を生じた既存構造物の原因解明への応用例について基調講演を行い、多くの参加者の注目を集めた。

4. TAC会議

Technical Activities Committee（TAC）会議は年に春と秋の2回開催され、RILEMの研究活動の活性化と調整を目的としている。TACの2006年9月までの委員長は、カナダ・ブリティッシュコロンビア大学のMindess教授で、次期の新委員長はJensenデンマーク工科大学教授である。RILEMのTCは以下の5つのクラスターに分類され、各々のクラスターの主査が各TCの委員長と密接な連絡を取りながら活動が停滞しないように配慮がなされている。

A（力学性能と破壊）；

B（試験方法）；

C（設計と寿命）；

D（性能と劣化メカニズム）；

E（特殊な建設材料と部材）．

この他にTACエクスパートとして、三橋を含む3名の研究者が会議に加わった他、TC委員長や各国RILEM代表などの参加が認められ、本橋建研グループ長が出席した。

会議では、各クラスターの活動状況が報告された。EAC（教育活動委員会）ならびにPFS（破壊の寸法則に関する物理的様相）の2つの新しい委員会の設立が承認された。

5. テクニカルデー

RILEM総会に参加する各国代表や一般の参加者に、TCの活動成果や進捗状況を報告する場として、テクニカルデーが設けられている。今年のテクニカルデーは、総会前日の9月14日の朝から夕方まで丸一日をかけて行われた。

その中で、市立前橋工科大学の樫野教授は、自ら委員長を務めていた“環境に調和した建設材料およびシステム”委員会（TC192-ECM）の活動成果の概要を報告した。

6. 2006年度RILEM総会

2006年度のRILEM総会は、2006年9月15日の9時からLaval大学で開催され、次期会長にBenturイスラエル工科大学教授が選出された。

ついでTACの活動報告、MACの活動報告ならびに財政報告が報告され承認された後、活動政策・戦略が議論された。

また、来年以降のRILEMウィークの開催について、以下の3つの提案が承認された。

・第61回：2007年9月3～7日　ベルギー・ゲント

・第62回：2008年9月1～5日　イタリア・ヴァレンナ
・第63回：2009年9月　イスラエル・ハイファ

さらに、年次RILEMウィークに若手研究者のための特別企画を設けることが提案された。

